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出掛けよう！
３
月
末
か
ら
４
月
上

旬
に
か
け
て
見
ご
ろ
を

迎
え
る
桜
の
花
は
、
毎

年
私
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

町
内
に
は
、
こ
の
桜

の
見
所
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。
普
段
は

何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て

し
ま
っ
て
い
る
場
所
で

も
、
じ
つ
は
素
晴
ら
し

い
桜
の
見
所
…
と
い
う

場
所
も
案
外
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
バ
ス
で
行

け
る
桜
の
見
所
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

バ ス で 行 け る 桜 の 見 所

今
回
ご
紹
介
し
た
場
所
以
外
に

も
、
早
咲
き
桜
や
し
だ
れ
桜
、
山

桜
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
桜
の
見
所

は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

バ
ス
の
車
内
か
ら
、
普
段
と
は

違
う
目
線
の
高
さ
で
、
町
内
の
景

勝
地
を
探
し
て
み
る
の
も
面
白
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山北駅周辺　バス停：山北駅
町内最大の桜の名所。桜のトン
ネルを行く御殿場線は、多くの
カメラマンのシャッターチャン
スとなっている。

滝沢川沿い　バス停：中学校入口
山北中学校横を流れる滝沢川の
両岸に多数の桜が咲く。川の中
に咲く菜の花との色合いも鮮や
か。

尺里川沿い　バス停：高松山入口
高松地区へ向う町道と並行する
尺里川沿いに多数の桜が咲く。
のどかな里の雰囲気が非常に絵
になる。

尺里地区　バス停：高松山入口
東名高速道路山北バス停付近の
法面（のりめん）に、高速道路と並
行して多数の桜が咲く。国道246
号からも見渡すことができる。

班目地区　バス停：西川原
県道東山北停車場線のぐみの木
近隣公園内と付近に桜が咲く。
対岸の大口公園の桜と併せて鑑
賞しては。

岩流瀬橋付近　バス停：がら瀬
岩流瀬橋から大口橋にかけて、
酒匂川沿いに多数の桜が咲く。
毎年多くの見物客が訪れている。

高瀬橋付近　バス停：高瀬
高瀬橋付近の酒匂川沿いに多数
の桜が咲く。河村城跡から洒水
の滝へのハイキングコース上に
位置している。

ダム広場　バス停：丹沢湖・神縄
広々としたダム広場に多数の桜
が咲く。芝生の生い茂った公園
で、お花見をしながらゆっくり
とお弁当を広げては。

町道神尾田線　バス停：丹沢湖
バス停から丹沢湖畔を玄倉方面
に進むと多数の桜が咲く。丹沢
湖の湖面と桜の両方を目で楽し
むことができる。

玄倉地区　バス停：玄倉
玄倉地区の県道の丹沢湖面側に
多数の桜が咲く。晴天時は桜見
物の後にバス停付近で富士山を
見渡すことができる。
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バスに乗って
神
奈
川
県
内
を
運
行
す
る
赤
字
バ
ス
路

線
の
内
、
国
と
県
が
補
助
金
を
投
入
し
て

バ
ス
事
業
者
が
運
行
を
続
け
て
い
る
路
線

が
３
路
線
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
の
１
路
線

が
、
新
松
田
駅
～
向
原
～
山
北
駅
～
谷
峨

駅
～
玄
倉
～
中
川
温
泉
～
西
丹
沢
自
然
教

室
を
結
ぶ
富
士
急
湘
南
バ
ス
（
松
62
系
統
）

で
す
。（
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
）

生
活
交
通（
バ
ス
）を
減
便
・

　
　
　
　
　
　

 

路
線
廃
止
さ
せ
な
い
た
め

～
週
に
一
度
は
バ
ス
に
乗
ろ
う
！
バ
ス
か
ら
の
車
窓
を
楽
し
も
う
！
～

生
活
交
通（
バ
ス
）に
つ
い
て

考
え
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

□
補
助
金
が
入
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、私
が
１
人
乗
ら
な
く
て
も
減

便・路
線
廃
止
し
な
い
の
で
は
。

→
補
助
金
の
額
は
、
バ
ス
の
利
用

者
が
減
る
こ
と
で
減
額
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
結

果
、
バ
ス
事
業
者
は
補
助
金
で

補
て
ん
で
き
な
い
場
合
、
赤
字

額
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、

運
行
本
数
を
減
ら
し
て
経
費
の

削
減
を
図
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

□
今
は
車
の
運
転
が
で
き
る
の
で
乗
り

ま
せ
ん
が
、
高
齢
に
な
る
5
年
後
、10

年
後
に
な
っ
た
ら
乗
る
予
定
で
す
。

→
い
く
ら
補
助
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
も
、
赤
字
経
営
が
続
く
と

バ
ス
事
業
者
が
そ
の
路
線
か
ら
撤
退

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
5
年
先
、
10
年
先
に
今
の
路
線

が
残
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

将
来
を
見
据
え
て
、
今
か
ら
町
民
一

人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
、
町
民
の
生

活
交
通（
バ
ス
路
線
）を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

□「
バ
ス
に
乗
ろ
う
」と
言
わ
れ
て
も
、

バ
ス
代
が
高
い
の
で
乗
れ
ま
せ
ん
。

→
富
士
急
湘
南
バ
ス
㈱
で
は
、
１

回
ず
つ
現
金
で
支
払
う
よ
り

安
価
な
定
期
券
や
回
数
券
も

販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
70

歳
以
上
の
方
に
は
「
シ
ル
バ
ー

定
期
券
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。
３
か
月
有
効
の
定

期
券
は
１
０
，
0
0
0
円
、
１

年
間
有
効
の
定
期
券
は
２
５
，

0
0
0
円
で
、
通
常
の
定
期
券

よ
り
も
お
得
で
す
。

 

町
民
と
し
て

　
　
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

例
え
ば
、
2
8
0
円
区
間
の

バ
ス
に
１
便
あ
た
り
１
人
多
く

乗
る
だ
け
で
、
赤
字
額
が
年
間

で
1
5
0
万
円
も
減
ら
す
こ
と

が
で
き
、
そ
の
積
み
重
ね
が
バ
ス

路
線
の
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

普
段
は
自
家
用
車
を
使
う
方
も
、

金
曜
日
は
バ
ス
を
利
用
す
る
な

ど
、
多
く
の
方
が
バ
ス
を
利
用

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

新松田駅～西丹沢自然教室路線への補助金（平成24年度）

税金から支出　　国　　 約800万円
神奈川県 約800万円

合計 約1,600万円

【
問
合
せ
】　
山
北
町
企
画
財
政
課　

  （
電
話
）
75
ー
３
６
５
２

　
　
　
　
　
神
奈
川
県
交
通
企
画
課
（
電
話
）
０
４
５
ー
２
１
０
ー
６
１
８
２

　
　
　
　
　
富
士
急
湘
南
バ
ス
㈱　

  （
電
話
）
82
ー
１
３
６
１

《バスと電車の乗り継ぎも意外に便利ですよ》

公共交通機関のバスや電車を使って横浜まで行く場合、次のようにゆっくりと買い物等
を楽しむことができます。また、有料駐車場を探す煩

わずら
わしさなどからも解消されます。

（平日に西丹沢方面から出発した場合）

箒沢 7:15
谷峨駅

着7:53　発8:03
横浜駅
着9:19
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Cタイプ Dタイプ Dタイプ Aタイプ Aタイプ Bタイプ Cタイプ

定住トピックス　その18

山北駅北側定住促進住宅(中堅所得者向け町営住宅)整備事業
～設計概要及び近隣建物解体撤去の着手について～

「山北駅北側定住促進住宅整備事業」につい
ては、昨年11月20日の説明会や12月の町議会
を経て、様々なご意見をいただきながら設計を
進めてきました。

この度、設計の概要（間取り）がまとまりま
したのでお知らせします。

また、3月上旬より隣接建物の解体撤去工事
を実施します。事業者である「やまきた定住促
進パートナーズ株式会社」が安全に配慮し実施
しますが、近くを通行される際は注意されるよ
うお願いします。

■工事スケジュール(予定)
・近隣建物解体撤去：平成25年3月上旬～ 4月上旬
・第3回地域説明会：平成25年4月上旬
・道路拡幅工事
　　町道 1号　：平成25年4月上旬～ 8月中旬
　　町道166号：平成26年2月～ 3月上旬
・住宅本体工事：平成25年5月上旬～ 26年3月上旬
・入居開始及び維持管理業務開始：平成26年3月中下旬～
※現時点でのスケジュールであり、今後変更の可能性があります。

【建物の外観イメージ】

※建物は6階建ての住居棟と、別棟
で平屋建てのコミュニティホー
ルとなります。

※住居棟の住戸タイプは、1階は下
図のとおりで、2 ～ 6階は1階の
Dタイプの部分がBタイプの部屋
となります。

タイプ 間取 面積
Aタイプ 2LDK 65.27㎡
Bタイプ 3LDK 72.23㎡
Cタイプ 3LDK 80.22㎡
Dタイプ 3LDK 72.23㎡

【解体対象の近隣建物】

※詳細については、町ホームページでも公表しています。 【問合せ】定住対策室定住対策班
　　　　 （電話）75 ー 3650

■設計概要
【1階　平面図】
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町
で
は
、
就
学
・
就
職
な
ど
で
町
民
の
方

の
異
動
が
多
い
年
度
末
の
休
日
に
、
次
の
と

お
り
各
種
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

平
日
と
異
な
り
、
受
付
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
業
務
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点

は
担
当
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
24
日
（
日
）、
30
日
（
土
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
0
時
15
分
ま
で

場
所　
役
場
庁
舎
１
階

　
　
　
（
清
水
・
三
保
支
所
は
除
き
ま
す
）

担
当
課
及
び
業
務
内
容

○
町
民
税
務
課
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
１

*
住
民
票
の
異
動
（
転
入
・
転
出
・
転
居
）

*
住
民
票
の
写
し
（
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
を
含
む
）
の
交
付

*
印
鑑
登
録
・
登
録
廃
止
、
印
鑑
証
明
書
交
付

*
戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明
書
交
付

*
身
分
証
明
書
交
付

*
口
座
振
替
の
申
請
・
廃
止
手
続
き

*
所
得
証
明
、
評
価
証
明
等
の
固
定
資
産

に
関
す
る
証
明
交
付

*
納
税

○
保
険
健
康
課
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
２

*
国
民
健
康
保
険
の
届
出
（
取
得
・
喪
失
）

*
国
民
年
金
の
各
種
届
出（
取
得
・
喪
失
な
ど
）

*
介
護
保
険
の
届
出（
取
得
・
喪
失
・
変
更
）

*
介
護
認
定
相
談
及
び
申
請

*
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
届
出（
取
得
・
喪
失
）

*
料
金
納
付

○
福
祉
課
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
４

*
小
児
医
療
証
交
付
申
請
・
医
療
費
助
成
申
請

*
障
害
手
帳
申
請
、
自
立
支
援
医
療
申
請

*
児
童
手
当
認
定
・
額
改
定
請
求
な
ど

閉
庁
日
の
証
明
書
発
行

閉
庁
日
〔
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
〕
で

も
、
次
の
証
明
書
に
つ
い
て
は
発
行
を
行
っ
て

い
ま
す
。

た
だ
し
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

平
日
の
開
庁
時
間
に
担
当
課
へ
電
話
等
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

○
住
民
票
の
交
付

○
課
税
証
明
書
、
各
種
納
税
証
明
書
、
非
課
税

証
明
書
、
評
価
証
明
書
の
交
付

※
な
お
、
こ
の
証
明
書
の
発
行
は
、
郵
送
で
請

求
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
直
接
担
当
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

交
付
窓
口　
山
北
町
役
場
警
備
員
室

　
　
　
　
　
※
役
場
庁
舎
裏
口
に
あ
り
ま
す
。

交
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
問
合
せ
】
町
民
税
務
課
町
民
班
・
税
務
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
75
ー
３
６
４
１

始
ま
り
ま
す
！

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

町
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）を
開
所
し
ま
す
。
名
称
は
、

「
や
ま
き
た
児
童
ク
ラ
ブ
」
で
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
は
、
保
護

者
が
就
労
等
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
を
対

象
に
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
て
健

全
な
心
身
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
開
所
す
る
「
や
ま
き
た
児
童
ク
ラ
ブ
」

は
、
川
村
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
利
用
し
て
、
小

学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
入
所
条
件
に

該
当
す
る
児
童
を
対
象
に
保
育
を
行
い
ま
す
。

 開
所
日
時　
平　
　
日　
　
放
課
後
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
ま
で

　
　
　
　
　
（
夏
休
み
等
）　
午
前
８
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
ま
で

　
　
　
　
　
土
曜
日　
　
午
前
８
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
ま
で

閉
所
日　
日
曜
祝
日

　
　
　
　
　
８
月
13
日
か
ら
８
月
16
日
ま
で

　
　
　
　
　
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

 

※
ご
利
用
に
は
、
事
前
の
入
所
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

 【
問
合
せ
】
福
祉
課
福
祉
推
進
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
75
ー
３
６
４
４

３
月
24
日（
日
）、
30
日（
土
）
に

　
　
　
　
　
　
各
種
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
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みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2013年 3月 第94号
山北町教育委員会

温
あたた

かい　　　氷
こおり

　　

スーパーで
一人のおばあちゃんが 氷をつめていた。
私は、
おばあちゃんのうしろ に並

なら
んでいた。

おばあちゃんが
「私どんくさいから、 お先

さき
にどうぞ。」と言った

私は、
その言

こ と ば
葉通

どお
り、先に氷 をつめた。

でも、
その氷を私はおばあ ちゃんに渡

わた
した。

おばあちゃんは、
「おじょうちゃん、　　 ありがとう。」と言った。

私は、
心がとても温かく　 なった。
でも、
袋
ふくろ

の中の氷は、とても 冷
つめ

たかった。

和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

人
じんけん

権啓
けいはつ

発センター
人権の詩

うた
2010「中学生の部

ぶ
」　　　　理

り
事
じ

長
ちょう

賞
しょう

受
じゅ

賞
しょう

作
さく

品
ひん

山やま
き
た
ま
ち

北
町
で
は
、
こ
れ
よ
り
も
や
や
高たか
め
に
推すい
い移
し

て
き
て
お
り
、
二
〇
一
四
年
で
約
三
二
％
と
推すい
て
い定
さ

れ
て
い
ま
す
。（
山
北
町
ア
ン
ケ
ー
ト
調ちょ
う
さ査）

こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
は
、
高
齢
者
を
「
す
で
に
役やくわ
り割

を
終お
え
、
社
会
か
ら
支ささ
え
ら
れ
る
存そん
ざ
い在
」
と
い
っ
た

高
齢
者
観かん
で
捉とら
え
る
傾けい
こ
う向

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

年ねん
れ
い齢を
理りゆ
う由
に
し
た
否ひて
い
て
き
定
的
な
見みか
た方
、
偏へん
け
ん見
、
差さべ
つ別

意いし
き識

（
エ
イ
ジ
ズ
ム
）
が
あ
っ
た
こ
と
も
事じじ
つ実

で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
捉
え
方
は
、
私
た
ち
の
周まわ
り

の
、
元げん
き気
に
働はたらき
、
様
々
な
分ぶん
や野
で
活かつ
や
く躍を
し
て
い
る

多
く
の
高
齢
者
の
姿すがたを
通
し
、
転てん
か
ん換

を
求もと
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
に
は
、
健けん
こ
う康
で
、
生い

き
が
い
を
持も
ち
な
が
ら
豊ゆた
か
な
生せい
か
つ活

を
送おく
る
一いっ
ぽ
う方

で
、

今こ
ん
か
い回の
テ
ー
マ｢

高
齢
者
の
人
権｣

は
、
高
齢
化か

の
急
き
ゅ
う
げ
き

激
な
進しん
こ
う行

に
と
も
な
っ
て
生しょうじ
て
き
て
い
る
高

齢
者
を
取と
り
巻ま
く
様さま
ざ
ま々
な
人
権
侵しん
が
い害に
つ
い
て
考かんがえ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
人
権
を
守まも
る
こ
と
は
「
人にん
げ
ん間
の
尊そん
げ
ん厳
」

に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
私わたした
ち
の
社しゃ
か
い会

の
品ひん
か
く格

と
人
間
の
質しつ
が
問と
わ
れ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
だ
れ
も
が
通とお
る
道みち
」
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

現げん
ざ
い在わ
が
国くに
の
平
へ
い
き
ん
じ
ゅ
み
ょ
う

均
寿
命
は
世せか
い
い
ち
界
一
の
水
す
い
じ
ゅ
ん
準
に
あ

り
、
少しょ
う
し
か
子
化
の
進
行
と
あ
い
ま
っ
て
、
か
つ
て
な
い

速はや
さ
で
高
齢
化
が
進すす
み
、
今
や
「
超
ち
ょ
う
高
齢
社
会
」
を

迎むかえ
つ
つ
あ
り
ま
す
。（
別
べ
っ
ぴ
ょ
う表
参さん
し
ょ
う
照
）

高こ
う
れ
い
し
ゃ

齢
者
の
人じ

ん
け
ん権

地ちい
き域
が
抱かか
え
る
様
々
な
問
題
を
解かい
け
つ決
す
る｢

地
域
の

主しゅ
や
く役｣

と
し
て
の
役
割
が
期きた
い待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

人じ
ん
せ
い生

百ひ
ゃ
く
ね
ん年

時じ
だ
い代（

多た

毛も
う
さ
く作

人じ
ん
せ
い生

）を
生
き
る

高
齢
者
の
多
く
は
基きほ
ん
て
き

本
的
に
元
気
で
す
。（
平
成

二
十
年
調
査
に
よ
る
と
六
五
才
以
上
の
八
割
、
七
五

才
以
上
の
七
割
は
元
気
。
身しん
た
い体

能のう
り
ょ
く

力
は
一
〇
才
程てい
ど度

若わか
が
え返
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。）

ま
た
、
経けい
ざ
き
て
き

済
的
に
も
自じり
つ立

し
て
い
る
方
々
が
多
く
、

働
く
こ
と
や
地
域
活
動
等
へ
の
参さん
か加
に
つ
い
て
も

大たい
へ
ん変
意いよ
く
て
き
欲
的
で
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
に
と
っ
て
、
リ
タ
イ
ア
後ご
の

第だい
に二
の
人
生
を
ど
う
再さい
せ
っ
け
い

設
計
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
は
大
変
重じゅ
う
よ
う
要
な
課かだ
い題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

趣しゅ
み味

や
教
き
ょ
う
よ
う

養
、
就
し
ゅ
う
ろ
う

労
、
起きぎ
ょ
う業

、
社
会
貢こう
け
ん献

等
々
、

多
様
な
選せん
た
く
し
択
肢
の
中
か
ら
自
分
に
あ
っ
た
生
き
方
を
見

つ
け
、
第
二
の
人
生
を
充
じ
ゅ
う
じ
つ

実
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

高齢化の推移

年度 高齢化率
2010 23.00%
2015 26.80%
2020 29.10%
2025 30.30%
2030 31.60%
2035 33.40%
2040 39.10%

国
こく

立
りつ

人
じん

口
こう

問
もん

題
だい

研
けん

究
きゅう

所
じょ

調
ちょう

査
さ
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みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2013年 3月 第94号
山北町教育委員会

温
あたた

かい　　　氷
こおり

　　

スーパーで
一人のおばあちゃんが 氷をつめていた。
私は、
おばあちゃんのうしろ に並

なら
んでいた。

おばあちゃんが
「私どんくさいから、 お先

さき
にどうぞ。」と言った

私は、
その言

こ と ば
葉通

どお
り、先に氷 をつめた。

でも、
その氷を私はおばあ ちゃんに渡

わた
した。

おばあちゃんは、
「おじょうちゃん、　　 ありがとう。」と言った。

私は、
心がとても温かく　 なった。
でも、
袋
ふくろ

の中の氷は、とても 冷
つめ

たかった。

和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

人
じんけん

権啓
けいはつ

発センター
人権の詩

うた
2010「中学生の部

ぶ
」　　　　理

り
事
じ

長
ちょう

賞
しょう

受
じゅ

賞
しょう

作
さく

品
ひん

元
気
な
高
齢
者
も
、
身
体
機きの
う能
の
衰
お
と
ろえ
や
要よう
し
え
ん
支
援
、
要

介かい
ご護
状じょ
う
た
い
態
に
な
っ
て
個
人
の
尊
厳
の
維い
じ持
や
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
困こん
な
ん難に

な
る
、
と
い
う
将
し
ょ
う
ら
い
て
き

来
的
な
不ふあ
ん安

を
抱

え
て
い
ま
す
し
、
高
齢
者
の
約
２
割
の
方
々
は
、
生
活
、

健
康
、
経
済
面
に
お
い
て
、
様
々
な
問
題
や
不
安
を
抱
え

て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

最さい
き
ん近
増ふ
え
て
き
て
い
る
「
独
ど
っ
き
ょ居
家かて
い庭
」「
老
ろ
う
ろ
う老
介かい
ご護
」

の
問
題
や
、
重
大
な
人
権
侵
害
と
し
て
問
題
に
な
っ
て

い
る
高
齢
者
へ
の
虐
ぎ
ゃ
く
た
い
待
（
身
体
的･

心
理
的
虐
待
、
介
護

放ほう
き棄

、
身
体
拘こう
そ
く束

等
）、
さ
ら
に
は
、
振ふ
り
込こ
め
詐さ
ぎ欺

等

に
対
す
る
防ぼう
は
ん犯、
大だ
い
き
ぼ
規
模
地じし
ん震･

災さい
が
い害
等
に
対
す
る
安
あ
ん
ぜ
ん全

面めんの
確かく
ほ保

等
々
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
問
題
は
多たよ
う様

な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
を
ふ
ま
え
、

将
来
の
高
齢
化
の
動どう
こ
う向
と
、
よ
り
よ
い
高
齢
者
支
援

の
あ
り
方
を
め
ざ
し
て
、
山
北
町
で
は
現
在
、
第だい
５

期き
高
齢
者
福ふく
し祉
計けい
か
く画･

介
護
保ほけ
ん険
事
業
計
画(

Ｈ
二
四

～
二
六)

を
策さく
て
い定

し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に

的てき
か
く確に
対たい
お
う応
し
た
き
め
細こま
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

「
終お
わ
り
の
見
え
な
い
仕しご
と事

」
と
い
わ
れ
る
、
介
護

に
携たずさわ
る
人
々
の
負ふた
ん担
を
軽けい
げ
ん減
す
る
行
ぎ
ょ
う
せ
い
政
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
は
、
介
護
者
、
被ひ
介
護
者
双そう
ほ
う方の

人
権
を
尊

重
し
、
日
々
の
生
活
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
視して
ん点
か

高
齢
者
が
抱
え
る
諸し

ょ

問
題

高
齢
者
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
社
会
と
は

ら
も
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
投とう
し
ょ書
か
ら
は
、
介
護
に
携
わ
る

喜よろ
こび

や
感かん
ど
う動

、
そ
し
て
充
実
感
が
伝つた
わ
っ
て
く
る
と

と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
を
は
じ
め
社
会
全ぜん
た
い体に
、
ま
だ

ま
だ
介
護
や
高
齢
者
に
対
す
る
理
解
の
不
十
分
さ
、

偏
見
が
あ
る
こ
と
が
伺うかがえ
ま
す
。

詩
「
温
か
い
氷
」
は
、
自
ら
の
「
老お
い
」
へ
の
気き

お
く
れ
か
ら
、
や
や
も
す
る
と
ひ
っ
こ
み
が
ち
な
高

齢
者
を
、
さ
り
げ
な
く
支
え
、
励はげ
ま
そ
う
と
す
る
温

か
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
す
。　

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
行
政･

自じ
ち治
体たい
等
に
よ
る
き

め
細
か
な
組そし
き
て
き

織
的
支
援
と
と
も
に
、
社
会
全
体
に
こ

の
ス
ー
パ
ー
の
一
こ
ま
の
よ
う
な
温
か
い
心
の
広ひろ
が

り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
に
対
す
る
理
解
の
推すい
し
ん進

と
偏
見
の
克こく
ふ
く服

に

努つと
め
、
高
齢
者
を
含ふく
む
す
べ
て
の
人
々
が
、
生
き
が

い
を
持
ち
、
安
心
し
て
く
ら
せ
る
明
る
い
社
会
の

実じつ
げ
ん現を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

…それでも続
つづ

けていける

のは「ありがとう」の言

葉。そして一
いっぽ

歩歩
ある

けた喜

び、 一
ひとくち

口 食
た

べ ら れ た 喜

びを分
わ

かち合
あ

う仕事に、

日
ひ び

々 感
かんどう

動 が満
み

ちている

からだ。…（中略）メディ

アはもっと介護の良い面

を伝
つた

えてほしい。介護を

受
う

けている人のために、

将
しょうらい

来 介護を受ける自

分たちのために。

朝日新聞（1/23）投書欄より
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
髙
橋 

圭
一
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　

 

実
希
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

 

勘か
ん
た太

く
ん　
３
歳

　
　
　
　
　
　
　

 

芽め

い結
ち
ゃ
ん　
11
か
月

お
じ
い
さ
ん　
　

 

昭
二
さ
ん

お
じ
さ
ん　
　

 　
正
史
さ
ん

髙橋さん
ご家族
＜畑＞

こ
ん
に
ち
は
。
我
が
家
に
は
、勘
太（
３

歳
）
と
３
月
で
１
歳
に
な
る
芽
結
の
二
人

の
子
ど
も
が
い
ま
す
。

勘
太
は
、
優
し
い
け
ど
自
由
気
ま
ま
な

性
格
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
飛
び
回
っ

て
い
ま
す
。

芽
結
は
、生
ま
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、

す
ご
く
大
人
し
く
っ
て
人
見
知
り
も
し
な

い
し
、「
な
ん
て
手
の
か
か
ら
な
い
子
な
ん

だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
き

く
な
る
に
つ
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
お
て
ん
ば

娘
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
二
人
の
子
ど
も
を
相
手
に
、
毎

日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
全
然
言
う
事
を
聞

い
て
く
れ
な
い
二
人
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て

怒
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
後
で
反
省
し
て
落

ち
込
む
事
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
。で
も
、

勘
太
と
芽
結
が
兄
妹
ら
し
く
、
仲
良
く
し

て
い
る
姿
を
見
る
と
嬉
し
く
な
り
、
子

ど
も
の
笑
顔
を
見
る
と
元
気
が
も
ら
え
ま

す
。近

所
や
地
域
の
み
な
さ
ん
も
、
子
ど
も

を
可
愛
が
っ
て
く
れ
て
い
る
し
、
一
緒
に

住
ん
で
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
二
人
の

事
を
可
愛
が
っ
て
、
二
人
の
面
倒
も
よ
く

見
て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
近
所
の
方
や
悩
み

や
相
談
を
聞
い
て
く
れ
る
先
輩
マ
マ
さ
ん

た
ち
、
子
ど
も
の
同
級
生
の
マ
マ
に
も
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
支
え
て
も
ら
え

て
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
な
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。

勘
太
も
４
月
か
ら
幼
稚
園
で
す
。
ま
だ

ま
だ
分
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
周
り
の
人
に
助
け
て
も
ら

い
な
が
ら
、
子
ど
も
の
笑
顔
を
支
え
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
実
希
子
さ
ん
）

石
川
治
夫
さ
ん
は
、
山
北
町
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
同
好
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
（
社
）
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
公

認
コ
ー
ス
と
な
っ
た
山
北
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
は
、
同
好
会
の
会
員
が
協
力
し
て
景

観
整
備
を
行
う
な
ど
、
施
設
運
営
の
一
端
を

担
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
石
川
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

山
北
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
で
は
、
ど
の

よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

「
同
好
会
は
、
現
在
１
７
５
名
の
会
員
が

在
籍
し
て
い
て
、
会
と
し
て
は
毎
月
１
回
の

大
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
月
に
２
回
の

練
習
と
初
心
者
向
け
の
講
習
会
を
２
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
随
時
場
内
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

同
好
会
が
発
足
し
た
き
っ
か
け
は
、
今
か

ら
４
年
前
に
17
名
の
有
志
が
集
ま
り
、
30
年

近
く
手
つ
か
ず
と
な
っ
て
い
た
山
北
高
校
跡

地
の
活
用
と
し
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設

を
要
望
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、

各
方
面
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
町
と
し
て
建

設
の
決
定
を
し
て
い
た
だ
い
た
た
め
、
オ
ー

プ
ン
１
年
前
に
同
好
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

当
時
は
、
月
に
１
回
程
度
近
隣
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
に
足
を
運
ん
で
競
技
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
会
員
も
増
え
、
念
願
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
現
在

の
会
員
数
に
至
っ
て
い
ま
す
。」

山
北
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
特
徴
な
ど
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

「
公
認
コ
ー
ス
と
し
て
認
定
を
受
け
る
た
め

に
は
、
施
設
面
積
や
コ
ー
ス
距
離
な
ど
様
々
な

基
準
が
あ
り
ま
す
が
、
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
地
形
的
な
点
か
ら
、
広
さ
は
基
準
ぎ
り
ぎ
り

で
す
。
し
か
し
、
河
川
敷
な
ど
と
異
な
り
、
起

伏
に
手
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
３
．

５
メ
ー
ト
ル
の
盛
土
に
よ
っ
て
高
低
差
を
つ
け

た
り
、
13
か
所
の
バ
ン
カ
ー
や
２
か
所
の
池
を

配
置
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ー
ス
に

変
化
を
持
た
せ
、
や
や
難
し
い
設
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
に
親
し
み
、
景
観
を
楽

し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
も
と
も
と
山
北
に
自
生
す
る
「
ヤ
マ
ユ

リ
」
２
０
０
本
と
「
エ
ビ
ネ
ラ
ン
」
３
５
０
本

を
同
好
会
の
会
員
が
コ
ー
ス
周
辺
に
植
栽
し
ま

し
た
。
エ
ビ
ネ
ラ
ン
は
５
月
頃
、
ヤ
マ
ユ
リ
は

７
月
頃
に
見
ご
ろ
を
迎
え
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。」

み
な
さ
ん
に
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
手
軽
に
で
き
る
非

常
に
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ク
ラ
ブ
や

ボ
ー
ル
は
無
料
で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
の

で
、
健
康
増
進
の
た
め
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

（
プ
レ
ー
料
は
別
途
2
0
0
円
か
か
り
ま
す
）

町
の
人石

川　
治
夫
さ
ん

（
山
北
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
会
長
）
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川本杯争奪チームレース大会 市町村対抗
かながわ駅伝競走大会１月２０日、第６４回川本

杯争奪チームレース大会が
行われました。

この大会は山北高校を発
着として山北町内を周回す
るコースで、３人１組のチー
ムレースと個々のタイムを
競う個人レースが行われ、中
学男子の部３４チーム、中学
女子の部１８チーム、一般男
子の部９チーム、一般女子
の部１１名が参加しました。
大会では、中学女子の部で山
北中学校の杉本美咲さん、丹
野李香さん、山崎聡美さんの
チームが優勝し、一般女子の
部では川口美幸さん（越地）
が優勝しました。

２月１０日、第６７回市町村対抗か
ながわ駅伝競走大会が秦野市中央運動
公園から県立相模湖公園までの５１．５
ｋｍの区間で開催されました。

スタートからゴールまでの７区間を、
県内３０チームの選手たちが競い合い、
山北町代表チームは総合で３０位、町
村の部で１１位という結果となりまし
たが、どの選手も力一杯走り切りまし
た。

一般女子の部　優勝
川口美幸さん

中学女子の部　優勝　山北中学
校、左から山崎聡美さん、丹野
李香さん、杉本美咲さん

山北町代表チーム

息子や孫の名前を名乗ったり、
警察官や金融機関の職員を名乗っ
てお金をだまし取る振り込め詐欺
が多発しております。

また、足柄上地区では株の取
引関連の振り込め詐欺や、代理の
者に直接お金を取りに行かせる手
口の詐欺も多く確認されており、
手口も巧妙化しています。

「携帯の電話番号が変わった」
「風邪をひいてのどが痛い」
「会社のお金を使い込んだ」
「今日中にお金が必要だ」
「示談金が必要だ」

このような電話は振り込め詐
欺の典型的な例です。

このような電話がかかってき
たら松田警察署まで連絡してくだ
さい。

松田警察署
（電話）８２－０１１０

山北町あんしんメール 配 信 しています

Docomo au・Softbank

町では犯罪情報の他、災害情報や生活関連情報、観光情報を山北町あんしんメール
で配信しています。

配信を希望される方は次の登録手順から登録をしてください。

（登録方法）
ご利用を希望される方は左下のQRコードを読み取り、表示された宛先に空メールを

送信してください。
空メール送信後、登録案内メールが送信されてきますので、内容をご確認していた

だき指示に従って詳細をご登録してください。
QRコード読み取り機能がない携帯電話やパソコンから登録する場合は、新規メール

を選択後、次の宛先と件名を入力し、空メールを送信してください。

※ある程度時間が経過しても登録案内メールが返信されない場合は、入力ミスの可能性
や携帯電話などの受信拒否設定（迷惑メール防止設定）の可能性がありますので、受
信拒否設定をされている場合などは設定の変更をするか、携帯電話会社に確認するな
どして対応してください。

※町から配信される情報を登録されたアドレスへ連続3回メール送信できなかった場合
は、登録は解除されます。

　【問合せ】総務防災課防災消防班（電話）７５－３６４３

振り込め詐欺が多発しています！

空メール送信先
宛先　cfm@io.dataeast.jp
件名　t-yamakita
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第12号毎
日
の
食
事
は
お
腹
を
満
た
す
だ

け
で
は
な
く
、
健
康
な
心
身
の
成
長

や
豊
か
な
人
格
形
成
な
ど
に
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
食
卓
は
家
族
だ
ん
ら
ん
の

場
で
あ
る
と
と
も
に
、
マ
ナ
ー
や
楽

し
く
食
べ
る
心
配
り
を
学
ぶ
場
に
も

な
り
ま
す
。

「
食
」
の
乱
れ
は
、
心
と
体
の
健

康
の
乱
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
キ
レ

る
子
ど
も
や
学
力
低
下
な
ど
の
原
因

の
一
つ
は
、
食
卓
で
家
族
が
一
緒
に

食
事
を
し
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
テ

レ
ビ
や
携
帯
電
話
を
見
な
が
ら
食
事

を
す
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
食
事

　
　
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
？

　
お
い
し
く
、
楽
し
く
、

　
　
　
　
き
ち
ん
と
食
べ
て
、
み
ん
な
が
健
康
！

　
「
食
べ
る
こ
と
」
は

　
　
　
　
「
生
き
る
こ
と
」

世
界
で
は
約
９
億
人
を
超
え
る

人
々
が
飢
餓
や
栄
養
不
足
で
苦
し
ん

で
い
ま
す
。

日
本
の
食
料
自
給
率
は
約
40
％
、

残
り
の
約
60
％
を
海
外
か
ら
の
輸
入

に
頼
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
23
年
度
）

一
方
、
食
べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
廃
棄
さ
れ
て
い
る
食
品
が
年
間

５
０
０
～
９
０
０
万
ｔ
と
膨
大
な
量

に
及
ん
で
い
ま
す
。

食
材
を
育
て
て
く
れ
た
自
然
や
生

産
者
、
料
理
し
て

く
れ
た
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。

『
食
育
』
っ
て
な
に
？

「
食
育
」
と
は
、
自
分
で
自
分
の

健
康
を
守
り
、
豊
か
で
健
や
か
な
食

生
活
を
お
く
る
力
を
育
て
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

○
山
北
町
の
食
育
の
取
り
組
み
○

山
北
町
で
は
平
成
22
年
度
に
食
育

推
進
計
画
を
策
定
し
、
３
つ
の
基
本

方
針
を
掲
げ
て
食
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

〈
基
本
方
針
〉

１
．
家
族
で
囲
む
食
卓
や
み
ん
な
で

楽
し
む
食
事
で
、
活
力
あ
る
一

日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

２
．
自
分
の
食
事
の
適
量
を
知
り
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
摂と

り
ま
し
ょ
う

３
．「
食
」
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

心
を
育は

ぐ
く
み
ま
し
ょ
う

　
「
食
育
」
で
心
も
体
も

　
　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
に
！

日
々
忙
し
く
働
い
て
い
る
大
人
は

食
事
も
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で

す
。
夜
食
な
ど
、
寝
る
直
前
の
食
事

は
消
費
さ
れ
に
く
い
た
め
、
脂
肪
と

し
て
蓄
積
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
食

事
量
と
と
も
に
食
事
の
時
間
な
ど
も

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

脂
っ
こ
い
も
の
や
甘
い
も
の
は
日

中
の
活
動
量
が
多
い
と
き
に
と
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

お
腹
が
減
っ
て
は
元
気
も
出
ま

せ
ん
。
た
ま
に
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
お

休
み
し
て
、
美
味
し
く
楽
し
く
、
食

事
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
75
ー
０
８
２
２

家
庭
を
基
本
と
し
、
一
人
ひ
と
り

が
、
健
や
か
な
食
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

神奈川県
食育マスコット
「かなふぅ」
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 4 0

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

２月２日（土）から１１日（月）まで、山北町中央公民館まつりを開催しました。
３日（日）の芸能発表会や１１日（月）のやまきた寄席など、期間中はどのイベントもたくさんの
方々にお越しいただきました。

山北町中央公民館まつりを開催しました！

広報やまきた　平成25年3月号　No.69711



＊3月5日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊3月5日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊3月5日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

季節の野菜料理教室 ～ジャガイモのニョッキ バーニャカウダ風～
日　時　３月１９日（火）９：３０～１２：００
内　容　旬の野菜を使ってニョッキを作ります。にんにくやアンチョビを使ったソースが人気のバーニャカウダ風にアレンジします。
対　象　一般（定員２４名）　　参加費　５００円　　講　師　北村　園子さん　　持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具

ジャズ体操サークル「スマイリーキッズ」サークル見学と体験教室のお知らせ
子どものジャズ体操サークルです。毎週金曜日に、１階多目的ホールで低・高学年・中学生以上に分かれて、元気に
レッスンしています。基本のストレッチ・リズムの取り方、少し難しいステップ等も、楽しい音楽に合わせて踊ります。
日　時　☆見学：３月８日（金）・１５日（金）・２９日（金）　☆体験：４月５日（金）・１２日（金）
　　　　・小学１～３年生 １８：００～１９：００
　　　　・小学４～６年生 １９：００～２０：００
場　所　１階 多目的ホール
対　象　小学生（定員なし、保護者の見学可）

参加費　見学は無料。体験は初回無料（２回目の参加費は５００円となります）
持ち物　動きやすい服装・飲み物・タオル

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

～子ども達が１年間がんばって練習してきた成果をすてきなメロディーにあわせて発表します。皆様、ぜひお越しください！～
日　時　３月１７日（日）１４：００開演　　場　所　１階 多目的ホール
内　容　音楽劇「スーホの白い馬」ほか

自殺防止展示
日　時　３月３日（日）～１９日（火）９：００～１７：００　　
場　所　１階ロビー（３日～７日）・１階ホワイエ（８日～１９日）
問合せ　福祉課　℡（75）3644

太巻き寿司作り教室【１月２４日（木）】
　講師に細谷 康子さんをお招きして、飾り太巻き寿司と恵方巻
きを作りました。
　椿の花を模した太巻きが色鮮やかにできました。

山北町の環境を考える会 写真展示
日　時　３月１２日（火）～２０日（水）９：００～１７：００
場　所　１階ロビー
問合せ　磯崎　勝 ℡（75）1445

富士山が見える鉄道写真展
日　時　３月２３日（土）～２４日（日）９：００～１７：００　　
場　所　２階ギャラリー
問合せ　宮田 直之　℡080（5022）6319

桃の節句～つるし雛飾り～
日　時　３月２８日（木）～４月１０日（水）９：００～１７：００　　
場　所　１階ロビー
問合せ　山北婦人会 武 あつ子　℡（75）0836

ロビー展示のお知らせ

前回のイベントから

お知らせ
ジュニアコーラス ミニコンサート を開催します！

～１年間練習してきた子ども達の演劇と、かわいいダンスを発表します。皆様、ぜひご覧ください！～
日　時　３月２３日（土）１４：００開演　　場　所　１階 多目的ホール
内　容　「いばら姫」・「ダンスレビュー」・「ミニワンダー」ほか

ワンダーランド 春の公演 を開催します！

～子ども達に大人気の「トムとジェリー」を上映します！～
日　時　３月３０日（土）１３：３０上映　　場　所　３階 視聴覚ホール

春休み親子映画鑑賞会 を開催します！

第12回 入場自由・無料

入場自由・無料

入場自由・無料
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※      　は休館日、    　 は祝日。
     　    は蔵書点検のため、図書室のみお休みさせていただきます。【3月6日(水)～14日(木)】

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。 ただし、祝日の翌日は休館になります。

休 館 日

日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土

3
10
17
24
31

3月
日

7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
24

木
4
11
18
25

金
5
12
19
26

土
6
13
20
27

4月

忘れ物の引き渡しについて忘れ物の引き渡しについて
中央公民館に置き忘れとなっている物品について、3月12日（火）から3月19日（火）までの間

展示をいたします。お心当たりの方は中央公民館までおいでください。
引き渡し場所　事務室前
拾 得 物 品　平成24年3月から平成25年2月までの忘れ物　帽子・ハンカチなど

＊ 都合により内容を変更する場合もありますので
　　ご了承ください。行行 事事 予予 定定

３月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

2 土

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
しいたけのほだ木作り教室 １ 階 ロ ビ ー ９：３０ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

3 日
自殺防止展示（～ 19 日）

１ 階 ロ ビ ー
（3 日～ 7 日）
１階ホワイエ

（8日～19日）

９：００ 自　由 福   祉   課     ☎（75）3644

こころの健康を考える集い 多目的ホール １３：３０ 自　由 福   祉   課     ☎（75）3644
保険健康課     ☎（75）0822

5 火 つるし雛作り教室⑥ 第 １ 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館

8 金 西さがみ原水爆禁止協議会
「原爆写真展」（～ 10 日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 中央公民館

9 土 ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

12 火
中央公民館 忘れ物引き渡し期間（～ 19 日） 事 務 室 前 ９：００ 対象者 中央公民館
山北町の環境を考える会 
写真展示（～ 20 日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 磯崎　　勝     ☎（75）1445

16 土
ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 多目的ホール １０：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

17 日 第１２回ジュニアコーラス ミニコンサート 多目的ホール １４：００ 自　由 中央公民館
20 水 ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
22 金 ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

23 土
富士山が見える鉄道写真展（～24日） ２階ギャラリー ９：００ 自　由 宮田　直之  ☎ 080（5022）6319
ワンダーランド 春の公演 多目的ホール １４：００ 自　由 中央公民館

28 木 桃の節句～つるし雛飾り～（～４月１０日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 山北婦人会  武 あつ子  ☎（75）0836

30 土
山北中学校吹奏楽部
第 15 回スプリングコンサート 多目的ホール １５：００ 自　由 山北中学校     ☎（75）0755

春休み親子映画鑑賞会 視聴覚ホール １３：３０ 自　由 中央公民館
４月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
6 土 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館
16 火 山北町写真同好会 写真展（～28日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 関　　昭男     ☎（75）1448
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

ゆ い な

こ は る

きいちろう

る あ

あ い

か ず の

平　山　磯　崎　結　菜（女）一　郎・裕　子
　台　　関　　　心　春（女）智　之・紀　子
宮　地　瀬　戸　喜一郎（男）義太郎・智　子
越　地　日　吉　瑠　空（女）　誉　・理　恵
尺里西　内　田　　藍　（女）修　一・悠　子
下本村　松　田　一　希（女）恭　一・直　枝

※今回の掲載分は、平成２５年１月１６日から平成２５年２月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

萩　原　　石　野　由　里（男）８９歳　本　人
　〃　　　關　　　靜　正（男）７２歳　　〃　
　〃　　　平　野　文　子（女）７７歳　　〃　
鶴　野　　田　渕　フ　ミ（女）９２歳　　〃　
上清水　　村　越　ふ　み（女）１００歳　　〃　
怒杭文化　佐　野　ユ　キ（女）８５歳　　〃　
　〃　　　細　川　愛　子（女）８１歳　　〃　
水　上　　清　水　泰　幸（男）８７歳　　〃　
峰塩沢　　井　上　　帥　（男）８３歳　　〃　
城　山　　諸　星　マサ子（女）９３歳　邦　彦
怒杭文化　岩　田　節　子（女）７６歳　髙　明
　宿　　　川　口　ス　ゞ（女）９９歳　修　功
原耕地　　石　田　敬　子（女）９７歳　保　男
尺里西　　露　木　君　江（女）７８歳　雅　一
下本村　　川　本　ト　ク（女）８７歳　清　明

山北　  61mm（054mm）
三保　  63mm（026mm）

山北　04.3℃（03.0℃）
三保　02.5℃（02.6℃）

※（　）内は平成24年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,668人
6,004人
11,672人

（－04人）
（－11人）
（－15人）

世帯数　4,230世帯（－4世帯）

　　　　　　　　　　　　　　　大木 秀実 様
10,０００円

ふるさと応援寄附金として　横浜市 匿名 様
10,０００円

森林を活用した事業のため
（ふるさと応援寄附金）

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　３月　２日（土）
　大型絵本「なにをたべてきたの？」ほか
    （おはなしボランティア「クローバー」）
②　３月１６日（土）
　紙芝居「いっすんぼうし」ほか
    （おはなしボランティア「ゆめ」）
③　４月　６日（土）
　大型絵本「はらぺこあおむし」ほか
    （おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

輝天炎上

望郷

歴史が後ずさりするとき

津波の墓標

ａｂさんご（第148回芥川賞受賞作）

海　堂　　　尊

湊　　　かなえ

ウンベルト・エーコ

石　井　光　太

黒　田　夏　子

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
どどのろう

あいうえおのせきがえ

ニューヨークぐるぐる

ペーパータウン

中学生の君におくる哲学

こばやしゆかこ

宮　下　すずか

ティム・イーガン

ジョン・グリーン

斎　藤　慶　典

◆ 児 童 書

蔵書点検のお知らせ蔵書点検のお知らせ 　日を増す毎に暖かくなり、畑仕事や庭木の手入れに忙しく
なる時期ですね。今月は農作業やガーデニングなどに役立つ
本を集めて展示しましたので、ぜひ参考にしてみてください。

　今年も全国463書店の店員さんが選んだ「本屋大
賞」のノミネート作品（上位11作品）が発表されまし
た。図書室では全作品を集めて展示します。大賞受賞
作を予想しながら、読み比べてみてはいかがですか？

～土に親しむ～

展示本コーナー

今月のおすすめ本

2012年本屋大賞ノミネート作品特集！

　３月６日（水）から１４日（木）まで蔵書点
検のため図書室をお休みします。ご不便
をおかけしますが、ご協力をお願いします。
　なお、この期間中の資料の返却は事
務室またはブックポストへお願いします。
　また、学習室は通常通り利用できます
が、お申込みは事務室へお願いします。

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

ゆ い な

こ は る

きいちろう

る あ

あ い

か ず の

平　山　磯　崎　結　菜（女）一　郎・裕　子
　台　　関　　　心　春（女）智　之・紀　子
宮　地　瀬　戸　喜一郎（男）義太郎・智　子
越　地　日　吉　瑠　空（女）　誉　・理　恵
尺里西　内　田　　藍　（女）修　一・悠　子
下本村　松　田　一　希（女）恭　一・直　枝

※今回の掲載分は、平成２５年１月１６日から平成２５年２月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

萩　原　　石　野　由　里（男）８９歳　本　人
　〃　　　關　　　靜　正（男）７２歳　　〃　
　〃　　　平　野　文　子（女）７７歳　　〃　
鶴　野　　田　渕　フ　ミ（女）９２歳　　〃　
上清水　　村　越　ふ　み（女）１００歳　　〃　
怒杭文化　佐　野　ユ　キ（女）８５歳　　〃　
　〃　　　細　川　愛　子（女）８１歳　　〃　
水　上　　清　水　泰　幸（男）８７歳　　〃　
峰塩沢　　井　上　　帥　（男）８３歳　　〃　
城　山　　諸　星　マサ子（女）９３歳　邦　彦
怒杭文化　岩　田　節　子（女）７６歳　髙　明
　宿　　　川　口　ス　ゞ（女）９９歳　修　功
原耕地　　石　田　敬　子（女）９７歳　保　男
尺里西　　露　木　君　江（女）７８歳　雅　一
下本村　　川　本　ト　ク（女）８７歳　清　明

山北　  61mm（054mm）
三保　  63mm（026mm）

山北　04.3℃（03.0℃）
三保　02.5℃（02.6℃）

※（　）内は平成24年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,668人
6,004人
11,672人

（－04人）
（－11人）
（－15人）

世帯数　4,230世帯（－4世帯）

　　　　　　　　　　　　　　　大木 秀実 様
10,０００円

ふるさと応援寄附金として　横浜市 匿名 様
10,０００円

森林を活用した事業のため
（ふるさと応援寄附金）
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鬼は～そとっ　福は～うちっ
元気いっぱい豆まきしたよ！

山北町パークゴルフ場が
公認コースに認定されました

２月１日（金）、山北
幼稚園とわかば保育園
の園児たちが、それぞ
れ手作りのお面をかぶ
り、室生神社で豆まき
をしました。
鬼を追い払うように
元気に豆をまく子や、
なかには豆をまかずに
ポリポリと食べている
子も･･･。
今年も１年間、みん

な元気に遊べますよう
に！！

平成２３年１０月にオープンし
た山北町パークゴルフ場が、
（社）日本パークゴルフ協会に
より全国で３７３番目、県内では
６番目となる公認コースに認定
され、１月１９日に認定書の授与
式が行われました。
授与式の後には、自治会関係

者と町議会、行政、パークゴル
フ同好会のメンバーによる初の
親睦大会も開催され、寒空の下
でも白熱した戦いが繰り広げられました。
山北町パークゴルフ場は、高低差やバンカーなどの起伏に富み、な

かなか面白いコースとなっていますので、ぜひお気軽にご利用ください。パークゴルフ場（全景）

山北幼稚園の園児

わかば保育園の園児

神奈川県パークゴルフ協会連合会
会長から認定書と認定プレートが
授与されました

各ホールでは白熱した戦いが展開 プレーオフではホールインワンを成し遂げた優勝者の笠原勝幸さん（左）

県指定無形民俗文化財
世附の百万遍念仏

２月１６日と１７日、向原
の能安寺道場で、世附の
百万遍念仏が披露されま
した。
巨大な滑車に取り付け

られた約９ｍの大数珠が
勢いよく回される巧みな
技と、数珠が床にぶつか
る大きな音に観客からは
歓声が上がりました。
数珠廻しの後は、姫の
舞や剣の舞、おかめの舞
など様々な舞いや神楽が
行われ、それぞれ演じた
方々に大きな拍手が送ら
れました。
出演者も観客も、一年
間「家内安全・無病息災」
で過ごせるよう祈念した
百万遍念仏は、今年も無
事に執り行われました。

力強く大数珠を回します

道場内を所狭しと動くひょっとこ

「世附の百万遍念仏」今月の 表 紙
　今月号の表紙は、２月１６日に行われた「世附の百万遍念仏」
で、大数珠を回そうとする子どもの様子です。
　大昔から伝わる貴重な郷土芸能を、後世へと引き継いでい
く重要性を感じた瞬間をカメラに収めました。


